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加藤 ブルガリア民族学の旅

れ,腹 痛,皮 膚 病,眼 病 な ど の薬 用 に用

い られ る。 ふ つ う10kgの バ ラの花 か ら

101の バ ラ水 が蒸 溜 され た 。

 前 記 の第1,第2の び ん の 液体 は も う

1度 蒸 溜 さ れ る。 ふ つ う4び ん のバ シ ュ

と4び ん の ア ヤ クを 入 れ て 約2時 間蒸 溜

し,約51の 水 を得 る。 この水 は ス リヤ

CyP朋 とよ ば れ る。 ス リヤ を約1時 間静

止 して お く と,表 面 に2-4 cmの バ ラ油

の 層 が で きる。 これ を ムス カ ルMyCKan

とよ ば れ る小 容 器 に集 めて市 場 に 出 す の

で あ る。バ ラ油 を採 取 した 残 りの バ ラ水

は 飲 用 に供 せ られ,蒸 溜 後 の バ ラの 花 は

家畜 の飼 料 ま た はバ ラ畑 の 肥 料 に され た 。

た だ し,バ ラの花 が2度 蒸溜 され る こ と

もあ った が,こ の場 合 には12-13kgの

新 しい 花 を 加 え る の がふ つ うで あ った 。

 ブ ル ガ リア の バ ラ油 の 産 額 は現在 年 間

2,800-3,000kg,]960年 代 の初 め 世 界 総

産 額 の33%を 占 め,国 別 に見 る と世界 第

1位 で あ った 。第2位 フ ラ ンス,第3位

ア メ リカ,第4位 トル コ,第5位 ソ連(コ

ー カ サ ス) 。 値 段 は1970年 度 の場 合1kg

あた り8,000レ フ。 も ち.うん輸 出 も多 く,

外 貨 獲 得 で 重 要 な役 割 を果 して い る。

 バ ラ油 の蒸 溜 工 場 は今 で は協 同 組合 化

され,バ ラの 花 を民 間 か ら買 い 上 げ る形

で 運 営 され て い る。 蒸 溜 法 も原 理 は以 前

と 同 じで あ って も,設 備 は 近 代 化 され

て い る。 ブ ル ガ リア航 空 の機 内で は,カ

ル ロ ボ製 のバ ラ油 を しみ こませ た紙 製 手

ふ きが くば られ た 。芳 香 だ けで な く,皮

膚 もつ や や か に な る との こと で あ った。

なお カル ロボ の バ ラ油 工 場 の 内部 は,希

望 した けれ ど も見せ て も らえ なか った。

た だ,い か に も工 場 ら しい建 物 に そ ぐわ

な い,ふ くよ か なバ ラの香 水 の匂 いが あ

た りにた ち こめ て い た 。

 6月2日 晴 午 前 中 プ ロウデ ィフで,

19世 紀 前 半 に 建築 さ れ た商 人 た ち の豪 邸

を い くつ も見 て 歩 い た 。今 は一 部 が修 復

さ れ,国 の 文 化 財 と して 指 定 さ れ て い

る。 ほ とん どが シ ンメ ト リカル な プ ラ ン

の2-3階 建 て で,い ず れ も 客 間 が と く

に華 麗 に仕 上 げ られ て い た 。構 造 上 の も

うひ とつ の 特 徴 は,エ ル ケ ル9PKepと

よ ばれ る出 っ張 りに よ って,2階 は1階

よ り も,3階 は2階 よ り も面積 の広 い 場

合 が 少 な くな か った こ とで あ る ◎商 人 ネ

ドコ ウ ィチHellKOBH9の 家,フ ラ ンス の

詩 人 ラ マル テ ィ ヌが1833年 に宿 泊 した マ

ウ リデ ィMaBPHanの 家,ゲ オル ギ ア デ

写真10 カ ル ロ ボ の バ ラ 油 工 場
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イreopma珊 の 家 な ど10軒 く らい あ っ

た。 しか しこれ らの 住 宅 は,や は りブ ル

ガ リア全 体 か ら見 れ ば 例外 的 な豪 邸 と言

うべ き で あ ろ う。

 一 般 に ブル ガ リア の民 家 建築 は バ ル カ

ン半 島 の他 の諸 民 族 の場 合 とほ ぼ 同 じで

あ る とい わ れ る。 幅1-1.2mに な る よ

うに 木 材 で 骨 組 を つ く り,そ の間 を細 枝,

煉 瓦,板 あ るい は石 で埋 め て,上 か ら も

み が らの ま じ った 粘土 を塗 って壁 面 がつ

くって あ る。 表 面 が石 灰 で 白 く塗 られ る

場 合 も少 くな い 。

 午 後2時10分 の 飛 行 機 で ワル ナ へ 向 か

い,3時 に到 着 した。 旅 行 中,ブ ル ガ リ

ア各 地 で 建 設 中 の工 場 や 住 宅 団 地 を 多 数

見 か け た が,ワ ル ナ空 港 か ら市 内へ 入 る

途 中 で も同 じ光 景 に 出会 った。

 6月3日 ワ ル ナ 曇 ワル ナ は黒 海

沿岸 の 保 養都 市 。 街路 樹 が 多 く,空 に は

カ モ メが とび か って い る。海 か らの 風 が

わ りあ い涼 しい。 ホ テル と海 辺 との 距離

は300mほ ど にす ぎな い が,ボ ダ イ ジ

ュな ど の樹 木 が う っそ うと茂 って い る。

砂 浜 に コ ンク リー ト2階 建 の 脱 衣 場 が あ

る。 細 か くて き れ い な砂 だ。 カモ メ は生

れ た て の 赤 ん ぼ うの泣 き声 の よ うな奇 声

を あ げ,と き お り白 い糞 を通 行 人 の頭 に

ふ りか ける 。

 私 た ちは 海 岸 に 近 い ホ テル の3階 に泊

った が,右 手 に 長 く突 出 した岬 と沖 に碇

泊 して い る数 隻 の船 が な が め られ た。

 ワル ナ の 最 初 の 住 民 は や は り トラキ ア

人 で あ った 。 前4世 紀 ギ リシア 人 が侵 入

し,こ の町 を オ デ ッソス と名 づ け た。 そ

の後 ロー マの 支 配 下 に 入 った が,当 時 の

遺 物 と して は 大 きな 浴 場(2世 紀 後半)

の廃 城 が 残 って い る。 これ は 方 形 の面 積

7,000 m2の 煉 瓦 建 で,男 性 用 と女 性 用
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の2部 分 に シ ンメ ト リカル に分 れ て い る。

また ワル ナ の考 古学 博 物館 に も トラキ ア

・ロ ーマ 時 代 の 遺 物 が 多数 展 示 され て い

る。

 ワル ナ市 の 民 族 学 博 物 館 は3階 に分 れ,

1階 に は農 具,ブ ドウ酒醸 造用 の道 具 一

式,漁 具 な ど,2階 に は衣 服,3階 は現

代 都 市 に お け る家 具 や炊 事 用 具 が展 示 さ

れ て い た 。 館 長 は ニ コ ロ ワMaPHfi

HHKonOBaさ ん 。

 博 物 館 の見 学 を終 って 後,市 街 か ら少

しはな れ た海 岸 に あ る保 養 地 ゾ ロ トエ ・

ペ ス キ(黄 金 の砂 の 意)ま で タ ク シー を

と ば した 。 そ の 名 の通 り,こ この 砂 は金

色 で あ った 。 その 途 中 ア ラジ ャAπa>Ka

(まだ らの 意)と よ ば れ る古 代 の 洞 窟修

道 院 の跡 を訪 れ た 。石 灰 の断 崖 に トンネ

ル が堀 られ て あ った が,今 か ら100年 く

写 真11前4世 紀 のテラコッタ。 ワルナ博
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加藤  ブルガリア民族学の旅

らい 前 ま で は ま だ壁 画 が 残 って い た とい

う。

〔ワル ナ遺 宝 〕

 ア ラ ジ ャ洞 窟 の真 下 の半 地 下 室 風 に 建

て られ た 特別 陳 列 館 で,1972-75年 に ワ

ル ナ 郊外 で発 見 さ れ た トラキ ア以 前 の 黄

金 遺 宝 を 見 学 した 。 説 明者 の メ ラ メ ド

AHApeva MenaMe八 氏 の話 と,ソ 連 の 考

古 学 者 チ ェル ヌ ィ フtlePHblxの 論 文 に

よ って 概 略 を の べ る とつ ぎ の通 りで あ る。

これ は工 場 建 設 の 敷 地 内,地 下65-310

cmの と こ ろで 発 見 され 多 くは ケ ノ タ ウ

フ墓(死 者 の遺 体 の ない 墓)の 副 葬 品 で

あ った。 年 代 比 定 の きめ 手 は な い が,別

の 場所 か らの発 掘 品 と比 較 検 討 の 結果,

今 か ら5000-6000年 前 の もの で あ る こ と

は疑 い な い とい う。 いず れ に して も,あ

る一 つ の古 代 民族 に属 す る文 化 で,類 似

文 化 は バ ル カ ン半 島北 東 部 の前4000年 期

の 集 落趾 や 墓地 か らの発 掘 品 に よ って 知

られ て い た 。 しか し これ ほ ど大 量 の黄 金

遺 物 が 一 度 に発 見 され た の は は じめて で

あ り,ヨ ー ロ ッパ の古 代 文 明 に新 しい問

題 を 投 げか け る もの と して セ ンセ ー シ ョ・

ンを ま きお こ した。

 1975年 まで に6ユの墓 が発 掘 調 査 され た 。

そ の 結 果,墓 に は2つ の タ イ プの あ る こ

とが 判 明 した 。1つ は ふ つ うの兵 士 ら し

い遺 体 を と もな う もの。 これ は40墓 。 も

う1つ は 人 骨 を と もな わ な い シ ンボ リ ッ

ク な埋 葬 で,考 古 学 で ケ ノ タ ウ フ墓 と よ

ば れて い る。 これ は2!墓 を 数 え た。 この

ケ ノ タ ウ フ墓 こそは ワル ナ遺 宝 の謎 を な

す もので,黄 金 遺 物(1840点,約4.5kg)

もほ とん ど この 墓 に 集 中 して い た 。 墓 は

ふ つ うの地 下 墓 で,多 くの 土 器,袋 穂式

の石 斧,フ リ ン トの ナ イ フ,剥 片,銅 斧,

大 針 の ほ か,黄 金 製 品 で は 腕 輪,垂 飾,

飾 板,牛 や羊 の小 像 が 注 目 され た 。3つ

の 墓 の場 合 に は,人 骨 な しで,額,目,

口の 位 置 に黄 金 の飾 板 が お か れ,男 性 の

シ ンボル の 位 置 に は,そ れ をか た ど った

金 箔 の 細 長 い もの が おか れて あ っ た。 人

骨 を と もな って,し か も副 葬 品 の豊 か な

墓 は1974年 末 に発 掘 さ れ た1つ だ けで,

遺 体 は40-45歳 の 男子 で あ った。 この副

葬 品 は,人 骨 を と もな わ な い第4号 墓 に

酷 似 して い た。

 副 葬 品 に含 まれ る貝 類 に は地 中海 産 の

写真12 ワルナ遺宝 の一部
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写真13 ワ ル ナ 遺 宝 の 一 部

もの も多 く,土 器 は埋 葬 の た め に特 別 に

作 られ た もので,よ く装 飾 され,金 粉 の塗

られ て い る もの も少 な くな か った 。 な か

には 粘 土 の マ ス クを つ くり,そ の 上 に黄

金 製 の飾 りを つ け た もの も あ った 。発 掘

調 査 に ブル ガ リア の専 門 家 と と もに参 加

した ソ連 の考 古 学 者 チ ェル ヌ ィ フは,こ

の 文化 の 担 い手 が 現地 に 住 ん だ 農 耕 民

(家畜 も飼養 して い た)で,グ メ リニ ツ

ァryMenbHmua文 化,あ るい は カ ラノ

ボKapaHOBO～V[文 化,さ らには コ ジ ャデ

ル メ ンKoルKaAePMeH文 化 と 称 して い

る。

 6月4日,5日 晴 ワル ナ か ら汽 車

で古 都 テ ィル ノ ボへ 向 か う。 鉄 道 の 沿 線

に は,ま っ赤 な ケ シの 見事 な群 落 が 点 在

し,白 い ア カ シ アの花 も目 を楽 しま せ た 。

車 中 で1人 前70ス トチ ンキ(約280円)

の サ ン ドウ ィ ッチ を 食 べ な が ら,案 内の

ネ デ ィさ ん の話 を きい た 。彼 女 の父 親 は

75歳,も と会 計 検 査 官 で あ った。 母 親 は

も と教 師 で73歳 。 い ず れ も今 は年 金 生 活

者 と して バ ラ油 で 有 名な カザ ンル イク市

に住 ん で い る。 ほか に シプ カ とい う町 に

別 荘 もあ る。 ネデ ィさん は私 た ちを両 親

の 家 に 案 内 した が ったが,今 回 は い か に

も時 間 が なか った 。

 ゴ ル ナ ・オ リャ フ ウィ ツ ァとい う駅 で

汽 車 を 降 り,テ ィル ノ ボ行 の バ ス に乗 り

換 えた が,ど い うい わ けか バ ス が ひ どい

混 雑 で,も う少 しで トラ ンクを 持 った ま

まふ り落 され る と こ ろで あ った。

 テ ィル ノボ は ヤ ン トラ 分HTpa川 沿 い

に発 達 した城 下町 で,市 街 は ツ ァレベ ツ

UapeBe馬 トラペ ジ ツ ァTpane3valla,ス

ベ タ ・ゴ ラCBeTa ropaな どの 丘 の斜 面

に築 か れ て い る。 この あた りに は 旧石 器

時代 か らの遺 物 が発 見 され て お り,住 み

よ い場 所 を選 ぶ人 間 の眼 は 昔 も今 も変 ら

な い こ とを示 して い る。 ツ ァ レベ ツ丘 で

は ブル ガ リア の第1国 家 期(681-1118年)

の遺 跡 が 発 見 され た 。

 しか し,テ ィル ノ ボ の全 盛 期 は1186年

か らオ スマ ン ・ トル コの侵 入(1393年)
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加藤  ブルガリア民族学の旅

ま で で,ブ ル ガ リァ の建 築 ・美 術 の 中 心

で あ った。 この時 期 は,ブ ルガ リアの い

わ ゆ る第2国 家 期 に 相 当 す る。

 ブ ル ガ リア の第2国 家 期 は,ビ ザ ン ツ

の 長 期 に わ た る支配 か らの離 脱 に は じま

るが,そ の先 頭 を切 った の は テ ィル ノ ボ

で あ った 。 ア セ ン2世(1218-1241年)

の と き,ヨ ー ロ ッパ 南東 部 に お け る最 強

の 国 家 と して勢 威 を 誇 るが,そ の死 後 イ

ワ イ ロ とい う豚 飼 い の指 導 す る反乱 に よ

って コ ンス タ ンチ ン ・アセ ン王 は殺 さ れ,

イ ワ イ ロは テ ィル ノ ボ王 城 に入 り,先 王

の妃 マ リア と結婚,王 位 を奪 った 。

 現 在,テ ィル ノ ボ の ツ ァ レベ ッツ丘 に

修 復 され つ つ あ る王城 を は じめ とす る多

くの遺 跡 は,ほ とん ど が この第2国 家 期

の もので あ る。 しか し,19世 紀 初 頭 の,

いわ ゆる 「ブ ル ガ リア ・ル ネ ッサ ンス」

期 に は民 家 建築 が盛 ん に な った 。 現在 ワ

ロ シ ャBapOHIa丘 の 急 斜 面 に軒 を つ ら

ね る見 事 な町 な み は この時 代 に属 す る。

狭 い通 りを広 くす るた め に工 夫 され た エ

ル ケ ル,石 畳 の坂 道,ヤ ン トラ川 の 断 崖

を そ の ま ま利用 した 幾 重 に も重 な る屋 根

な ど,テ ィル ノ ボ 独特 の景 観 で あ る。 夜

と もな る と,家 々の灯 が ヤ ン トラ川 に影

って一 段 と興 趣 を そ え る。

 テ ィル ノ ボで は郷 土史 博物 館,キ ャ ラ

バ ン・サ ライ(1858年 フ ィチ ェフHHKonoth

Φ四eBに よ って 建設 され た),聖 コ ンス

タ ンチ ン とエ レナ教 会(1872-73年 建),

テ ィル ノ ボ城 な ど を見学 した 。 キ ャ ラバ

ン ・サ ライ は ハ ンxaHと も よば れ,19

世 紀 の ホ テ ル と もい うべ き もの で,テ ラ

ス つ きの石 造3階 建,2階 に は アー チ 型

の 列 柱 が な らん で い た。 今 で は民 族 学 博

物 館 に な って お り,皮 革,板 金,彫 金,「

鍛 冶 な どの 職 場 が道 具 を そ ろ えて 展 示 さ

れ て あ った 。

 衣 服 も豊 富 で あ った。 こ こで ブル ガ リ

アの 衣 服 に つ い て一 言 しよ う。 同行 の ネ

デ ィ さん は 衣 服 や 刺繍 に つ い て も くわ し

く,ソ フ ィ ア大 学 で 民族 学 の講 義 を して

い る との ことで あ った。 以 下 は主 と して

写真14 テ ィ ル ノ ボ の 市 街
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ネデ ィさん の話 に よ った もの で あ る。 な

お ソ フ ィア の博 物 館 には ブ ル ガ リア全 土

の衣 服 が タ イ プ別 に 展 示 され て い る。

〔ブル ガ リ アの 衣 服 〕

 19世 紀 末 ま で の ブル ガ リアで は,衣 服

はふ つ う家 庭 で つ く られ た 。19世 紀 末 か

ら20世 紀初 頭 に か け て工 場 製 の衣 服 が 日

常 生 活 に浸透 しは じめ,伝 統 的 な衣 服 は

急 速 にす た れ は じめ た 。

 ブル ガ リアの 女性 の伝 統 的衣 服 は,ワ

ン ピー スの 上 に着 る もの に よ って つ ぎ の

よ うに分 け られ る。第1は,前 掛(エ プ

ロ ン,ブ ル ガ リア語 でnpeCTKJIKa)の よ

うな布 地(た いて い毛 織 物)を 前 と後 に

ウ ェス トで 結 びつ け る衣服 で,ド ブ プ レ

ス チル チ ェ ノ 八BynpeCTHnqeHOと よば

れ,主 と して 北 部 の ドナ ウ川 流域 に広 ま

って い た。 この 場合,後 側 の布 地 は前 側

の もの よ り広 か った 。 前 側 の布 地 は せ ま

い代 りに,色 が 鮮 か で,豊 か に装 飾 さ れ

て い た 。後 方 の布 地 に は,ひ だ を つ け る

こ とが 多 か った。 ワ ン ピー ス の胸,袖,

裾 は刺 繍 で 飾 られて いた 。 この タイ プ は

ル ー マニ ア,ウ ク ライ ナ,南 ロ シア の も

の に よ く似 て い る とい う。

 第2は ス ク マ ンCyKMaHと よば れ る

もの で,ブ ル ガ リァ の典 型 的 な女 性 衣 服

で あ り,国 の中 央 部 に広 ま って いた 。 ス

ク マ ン とは青 地 また は黒 地 の毛 織 物 で つ

くられ た一糎 の袖 な し(あ って も短 か い)

の こ とで,チ ュー ニ ック風 の 裁 ち方 が多

図1 ブルガ リア女性 の伝統的衣服の タイプ別分布(ワ カレルスキによ る)。
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写真15エ ドノプ レスチルチ ェノ型の

   花嫁衣裳。 ク シャクに注意

か った 。裾 は刺 繍 や ア プ リケ で 装 飾 さ れ

た 。 ふ つ う,チ ュー ニ ック風 の ワ ン ピー

ス,毛 織 物 の帯,鮮 か な色 彩 の 前 掛 とい

っ し ょに着 る こ とが 多か った 。

 第3は サ イ チ ェ ノCa酌eHOで,前 開

きの ボ タ ンや 留 め金 の な い ジ ャケ ッ ト様

の 上 っ張 りで あ る。 袖 は長 袖 あ るい は短

写真16銀 線でつ くられた

    クシャク

袖 で あ る。 この 場合 の ワ ン ピース はス ク

マ ンの 場合 とほ とん ど 同 じで あ った 。 こ

の タ イプ は ブ ル ガ リア の南 西 部 お よび 南

部 に分 布 して い る。

 第4は エ ドノ ブ。レス チル チ ェノEAHO-

npeCTnmeHo,ワ ン ピー ス の 上 に 前 掛1

枚 の タ イプ で あ る。 この タ イ プの 分 布地

域 はせ ま く,南 西 部 の一 部 に限 られ た 。

女 性 の 晴 着 に は ク シ ャクKymaKと よば

れ る大 きな 金 属製 飾 板 を ウ ェス トの 前 部

(腹)に つ け る。 銀 ま た は銅 製 が 多 く,鋳

こん だ もの,た た き 出 した もの,細 い 銀

線 で 細 工 した もの な ど の種 類 が あ った 。

私 た ち はブ ル ガ リア の 多 くの博 物 館 や修

道 院 で 見 事 な 細工 の ク シ ャクを 多 数 見 る

こ とが で きた 。

 男性 の衣 服 は,女 性 の ものに 比 べ る と,

博 物 館 で もた いへ ん少 なか った。 実 際 に

着 て い る人 に 出会 った の は,旅 行 中 を 通

じて た だ ひ と りで あ った。 伝 統 的 な 男 性

の 衣服 は,色 彩 と裁 断法 を異 にす る2つ

の タイ プ に 分 か れ た。1つ は 白地 の羅 紗

で つ くられ た ズ ボ ンで,主 と して 西 部 に

広 ま って い た 。 も う1つ は青,黒,茶 色

の 布地 で,腰 以 下 は細 く,腰 まわ りは ゆ

った り して い た。 この タ イプ は主 と して

東 部 お よ び南 部 に広 ま って い た。 腰 に は

いず れ の場 合 も幅 の広 い赤 その他 の 布地
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